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                                               E-mail  j.kampo@jeans.ocn.ne.jp 

日本漢方協会通信   ２０２２年 ７月 

第 66 回薬用植物観察会へ行ってきました（2022 年 5 月 28 日） 

会員 髙山留美 

 

今回の植物観察会は神奈川県立大磯城山公園(おおいそじょうやまこうえん)です。 旧三井別邸地

区 7ha（約 21,000 坪）、旧吉田茂邸地区 3ha（約 9,000 坪）合わせて 10ha という広大な敷地

です。私たちは旧三井別邸地区を散策しました。 

３年ぶりの、植物観察会でした。JR 大磯駅前からバスに乗り、城山公園

前で降り、出会いの広場に到着すると「シモツケ」が出迎えてくれました。

最初に下野國で見つかったのでこの和名になったそうです。南門の近くでは

「サルトリイバラ」を観察できました。「サルトリイバラ」はユリ目サルト

リイバラ科の多年生植物（半低木）です。つる性で茎に棘があり秋に赤い果

実をつけます。 山帰来（JP18）は同族の「ケナシサルトリイバラ」の塊茎

です。 

去痰・清熱・清血・解毒作用があり、梅毒や皮膚炎の治療に用いられました。 

南門の付近では、カラスビシャクも観察できました。 

南門から登ったところに展望台が

あり、美しい富士山を見ることがで

きました。展望台で少し早い昼食を

とりました。その後展望台からひか

りの広場へ行きました。個人の庭に

滝があったことに驚きました。国府

橋(こうのばし)をわたり小淘綾ノ

滝（こゆるぎのたき）を見ながらも

みじの広場に出ました。 

シモツケ  
バラ目  バラ科 

サルトリイバラ 
ユリ目 サルトリイバラ科 

ケナシサルトリイバラの果実  
サルトリイバラ科（R4.6.3） 
熟すと黒色になる 

ケナシサルトリイバラ  
サルトリイバラ科（R4.6.3） 
東京都薬用植物園温室 

山帰来の全形生薬 
東京生薬協会 HP より 

ホウチャクソウ 
ユリ目 イヌサフラン科 
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もみじの広場付近はホウチャクソウが群生していました。ホウチャクソウの和名は宝鐸［寺院の軒 

先に吊り下げられた飾り］に似ていることからつけられました。ホウチ

ャクソウの葉は互生、上部で茎枝分かれします。若芽に有毒成分を含む。

下見の時は花が咲いていたのですが観察会当日は緑色の果実がついてい

ました。その後山野草園に行くとウラシマソウ・ヤマオダマキ・シャク

ヤク･テリハノイバラなどを観察しました｡山野草園からもみじの広場・

不動池に出ます。それから、ひかりの広場を通りであいの広場に戻り解

散しました。 

当日は行きませんでしたが城山公園の敷地の中には横穴古墳が２０基も

あります。敷地内に滝があるだけでも驚きだったのに、古墳までとは、

すごいです‼  

解散後に行った旧吉田茂邸はこれまた素晴らしく、敷地内にバラ園があり、吉田茂像(サンフランシ

スコに向かって立っている)があり(他にもｲいろいろ)に感動でした。吉田茂は、サンフランシスコ平

和条約・日米安保条約を締結し、第２次世界大戦後の日本を形作った方ですから、展示物を見て歴

史を感じました。旧吉田邸は、平成２１年 3 月に原因不明の火災で母屋が消失したのだそうです。

地元の大磯町や神奈川県によって再建されたそうです。 

 

私は、植物を観ることが大好きで植物観察分科会の再開を心待ちにしていました。秋も開催できる

ことを切望いたします。この日は、１９名の参加者がありました。みなさま遠くまでお出かけいた

だきお疲れさまでした。植物観察会開催の為に下見へ行ったり資料を作成したり、準備をしてくだ

さった先生方。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テリハノイバラ 
バラ目 バラ科 

 

横穴式墓群 

小淘ノ滝（こゆるぎのたき） 

展望台から見た富士山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍訓 類聚方廣義 

特別斡旋販売のご案内 

長年、漢方関連書籍をご提供いただ

いておりました新樹社書林さんが、 

閉店されます。 

在庫処分として、表記 

『傍訓 類聚方広義』を特別価格にて

ご提供いただきました。 

今年度の漢方総合講座 32回の 

古典テーマでもあり、6月 19日に  

類聚方広義の解説をご担当いただきま

した新井信先生も、ご講義の中で参考

書籍として挙げておられました。 

この機会に参考図書としてご活用い

ただきたく、ご案内いたします。 

日本漢方協会会員 及び 会員外漢方総合講座受講生 

限定 特別価格 

書名：傍訓 類聚方廣義   

松岡榮志 監修   
関久美子 訓読・補訂 

特別販売価格：￥2000（税込み） 
（定価：￥8500 税抜き） 

原則、現金支払い、手渡し、でお願いいたします。 

漢方総合講座会場での現金販売が前提ですが、 

購入ご希望で会場受取の困難な方は、協会事務局にご連絡ください。 

（メールにてご連絡ください。）方法をご相談いたします。 

（お送りの場合は、送料は別途いただきます。） 

【お問合せ先】 一般社団法人日本漢方協会 事務局 

〒130-0026 東京都墨田区両国 2-17-19 PAZ 両国６階 

TEL/FAX：03-6659-9980  E-MAIL：j.kampo@jeans.ocn.ne.jp 


